



























































































うなもの"を 汲み取 り,ああでもないこうでもない と関わろう
とする。養育者が子 どもの行動の背景にあるこころについ 目を
向けて しま う傾向であり,LL子どものこころを持 ったひとりの人







考 といった動機について考えなが ら理解 しようとする傾向など,
様々な同様の親機能が注 目を集めつつある。それ らのことから,
子 どものこころとか らだの発達を支える親機能の中核は,"子ど
もの視点から物事を見 る能力"(see things from the child's
point ofview)であると考えられるようになってきている(篠原
2014)。前の節で愛情の話があったが,子 どもが大人か ら愛情
を実感する瞬間 とい うものは,大 人のふ るまいか ら,自分の立
場に立って考えてくれているとい うことを実感するその瞬澗な
のかもしれない。ただ し素朴である意味では当た り前な親機能
ではあるが,子 どもの視点に立って考えるとい う姿勢は,忙 し



















































第2章:"プ ライ ムPRIME"と は
ここか らは,第1章 で提示 した"子 どもの視点に立っ"と い
う視点を軸 とした支援を,5つ のキーワー ドを基にも う少 し具
体的に提示できるよう試みる。なおここでは5つ のキーワー ド
の頭文字をつなげて"PRIME"と呼称する。
前倒 しになって しま うが,5っ をっなげると`Play therapy
for Relationship development focused on Inter-subjectivity






にば”そ こに確かにこころがあると信 じて関わって くれる大
人の存在が 定的に重要 だと考えられている。 それ は”赤ちゃ








































































































































いとい う悪循環に陥って しまうリスクが膨 らむこととなる。
そ してポジティブな経験が不足し,ネ ガティブな経験が増え
るとい う悪循環が何 ヶ月,何 年 と積み重なっていく中で,様 々
な発達のチャンスが得 られず,不 安や自信の無さばか りが増え
ていけば,自 信の無 さや不安,苛 立ちなどは,結 果 としていわ
ゆる"問題行動"と なって現れ,診 断基準にあるような行動へ
と繋がっていくのである(図1参 照)。
また,関 係性のもう一方の構成員である関わ り手の側 も,あ
る種の育てにくさを持つ子どもを前に,苛 立ちや不安,自 信の
無 さ,寂 しさ,心配,悲 しみ,疲 れなど様々な思いに晒される
ことが多い。そ うした思いは,関 係 性の中で子 どもへと跳ね返
り,子 どもまでもイライ ラそわそわした り,怒 った り悲 しくな
った りと,こ ころの動きや行動として影響を受け,ま たいわゆ
る"問 題行動'に なった り,障碍特性 が強まった りすることへ
とつながっていく。このような意味で,障 碍 とい うものは,そ
の子個人の中にあるのではなく,そ の子を取 り巻 く対人関係全
体の中,そ の子 とその子を取 り巻 く関係性 の間に生 じるものだ
といえるのである(小林 ・鯨岡,2005)。
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では,他 者 と関係性 を築 くことに難 しさを抱える子 どもたち
と一体 どのように関係を発達させてい くことができるのだろう
か。また,ど の ように してコミュニケーションに困難 さを抱え
る子 どもたちの意図を汲み とり,や りとりを紡いでいくことが
できるのだろうか。
この困難な課題に関 しては,関 係発達論の中で重要視される







































































































































































































































































































































問いかけ:赤 ちゃんはどういった遊びの中で顔 を上気 させ,声
を しきりに出しているで しょうか?ま た,赤 ちゃん
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